
３ 実施主体等２ 事業の概要・スキーム

建設業若年者理解・定着促進事業（「つなぐ化」）の実施
職業安定局 雇用開発企画課 建設・港湾対策室（内線5804）

■ 委託事業により実施

■ KPI（事業目標）

・ 実施回数 141回以上
・ 生徒等に対する事業参加の
前後のアンケート調査において、
就職先として建設業に関心を
持った人数の増加した割合
46%以上

厚⽣労働省

受託事業者

委託

建設企業・団体高等学校等
生徒・先生・保護者 つながる機会の創出

若年者の建設業に対する理解や定着促進を図るため、⾼等学校等の⽣徒・先⽣・保護者と建設業界（建設企
業・団体）がつながる機会をつくるとともに、取組事例の周知広報を図る。【全国で141回実施】

地域の建設企業・団体が、学
校を訪問し、建設業の現状や
魅力を紹介する取組

生徒や先生が、工事現場を見
学し、建設業で働く人たちの
就労環境を把握する取組

建設業の仕事やその魅力、実
際の就労環境などについて意
見交換を行う取組

＜⽂部科学省「学校基本調査」＞
なお、就職後3年以内の離職状況は、厚⽣労働省職業安定局とりまとめ

■ R4事業実績（実施回数）

出前授業 55回

現場見学会 60回
意見交換会 5回
その他（現場実習等） 23回

計 143回

マッチング・機会提供

令和６年度当初予算案 28百万円（28百万円）※（）内は前年度当初予算額 労働保険特別会計 一般
会計労災 雇用 徴収

○

○ 建設業においては、他産業と比べ
⾼齢化が進⾏している中、新規⾼校
卒就職者の就職後３年⽬までの離職
率は常に全産業平均、製造業を上
回っている。

○ 離職の背景には、就職先を決定す
る過程において知りたい情報を十分
に受けられていないことが挙げられ
ているため、本事業では、若年者と
建設業界がつながる機会を提供する
ことで、若年者の建設業に対する理
解を深め、職場定着を促進すること
を目的とする。

若年者の建設業での定着促進

１ 事業の目的

出前授業 現場⾒学会 意⾒交換会


